
証券番号 4901

個人投資家向け会社説明会

富士フイルムホールディングス株式会社
2025年9月25日

将来に関する記述
本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は､現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり､潜在的なリ
スクや不確実性が含まれております。従いまして､実際の業績は､様々な要因によりこれらの業績予想とは異なることがありま
すことをご承知おきください。
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本日お伝えしたいこと

投資家の皆様からの期待 期待に対する当社の対応

1 成長性 将来の収益源となるバイオCDMO、半導体材料事業へ積極投資

2 安定性 収益を安定的に獲得できるイメージング、ビジネスイノベーション事業を運営

3 持続性 健全な財務体質を維持し、成長領域への投資を継続。持続的な企業価値向上を実現

富士フイルムは、“成長事業”と“安定的に収益を獲得する事業”の運営により、
持続的な企業価値向上の実現を目指します

市場特性が異なる事業を複数抱えることによる業績変動リスクの低位安定化
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1．富士フイルムグループについて
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会社紹介
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会社紹介動画をご覧ください

構成内容 ①1934年創業以降の富士フイルムグループの技術と歴史 ②現在のビジネス領域

https://www.youtube.com/watch?v=TuLkE-elaL0
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FY2010 FY2020 FY2024 FY2030

FY2024
初の3兆円超え

FY2022
2008年以来の最高更新

富士フイルムグループの現在
2010年代に成長事業を見定めて積極的に投資を進めた結果、

現在、売上高は3期・営業利益は4期連続で過去最高を更新し、成長を続けている

▍ 連結売上高：億円
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最高更新
~2024年度

売上高 3 期連続

営業利益 4 期連続
– 営業利益率：％

FY2030
(VISION2030)
売上高 4兆円

営業利益率

15％以上



FUJIFILM Holdings Corporation

富士フイルムグループの4つのセグメント

ヘルスケア

トータルヘルスケアカンパニーとして
「予防」「診断」「治療」の領域で幅広い事業を展開

エレクトロニクス

半導体材料やディスプレイ材料などの先端技術で
電子機器の高性能化を支える事業を展開

イメージング

instax等「撮影」から「出力」まで、
写真・映像に関わる製品・サービスを提供

ビジネスイノベーション

オフィス機器や産業印刷関連機器、DXや働き方改革等の
課題を解決するソリューションビジネスを提供

医用画像情報システム(PACS)
「SYNAPSE」 化粧品「アスタリフト」チェキ「instaxシリーズ」

複合機「Apeos シリーズ」

デジタルカメラ「Xシリーズ」「GFXシリーズ」

偏光板保護フィルム
「フジタック」
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バイオCDMO

半導体材料インクジェットデジタルプレス
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A3カラー複合機

アジア・パシフィック地域に
おける販売台数シェア

No.1

イメージセンサー用
カラーレジスト

世界シェア No.1

医療用画像情報システム
(PACS)

世界シェア No.1

富士フイルムグループの製品
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世界シェア

No.1

軟性内視鏡システム

世界シェア No.2

偏光板保護フイルム

世界シェア No.1

CMPスラリー
(半導体材料)

世界シェア No.2

携帯型
超音波画像診断装置

世界シェア No.1

Instax チェキ

ユニーク&
オンリーワン

写ルンです

ユニーク&
オンリーワン

2025年8月時点：当社調べ

 ヘルスケア  エレクトロニクス

 イメージング

 ビジネスイノベーション
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富士フイルムグループのポートフォリオ

ヘルスケア

エレクトロニクス

イメージング

ビジネスイノベーション

2024年度
売上高

31,958億円

メディカル
システム

バイオ
CDMO

LS(ライフサイエンス)
ソリューション

半導体
材料

AF材料
(アドバンスドファンク
ショナルマテリアルズ)ビジネス

ソリューション

オフィス
ソリューション

グラフィック
コミュニ
ケーション

コンシューマー
イメージング

プロフェッショナル
イメージング
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基
盤
事
業

成
長
事
業

売上高 5,420 億円
営業利益 1,392 億円

売上高 11,985 億円
営業利益 746 億円

売上高 10,226 億円
営業利益 776 億円

売上高 4,328 億円
営業利益 773 億円

安定収益を生み出す「基盤事業」と将来の収益源となる「成長事業」のバランスしたポートフォリオ
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ヘルスケア バイオCDMO
エレクトロニクス 半導体材料

2．当社の事業

イメージング

・成長を牽引する事業

・基盤事業
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2024～26年度の3年間で1.6兆円*をバイオCDMO、半導体材料を含む成長事業に集中投入。
両事業を中核事業へと成長させる

2024年度

2030年度
VISION2030最終年度

■バイオCDMO・半導体材料事業の成長計画 

■バイオCDMO

■半導体材料

売上高 約4,700億円
全社売上高に占める割合 14％

売上高 約1.2兆円

全社売上高に占める割合 30％強

*研究開発費・設備投資額の合計

成長を牽引する事業
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バイオCDMO：バイオ医薬品とは

*当社調べ。医薬品市場におけるバイオ医薬品比率のCY2023年～CY2030年

▐ バイオ医薬品とは ｜ 生物由来の細胞や微生物を利用して製造される医薬品の総称

副作用が少なく、がんや希少疾患への高い効果が期待されるバイオ医薬品市場は、
2030年まで年平均9%で成長*

低分子医薬品

副作用 少ない 大きいことも

効果 がん・希少疾患への高い効果期待 安定性が高い、服用が簡便

製造 製造が難しく、高コスト 大量生産、比較的安価

投与方法 注射 錠剤など

一般的な特徴として理解されるべき点にご留意ください

バイオ医薬品

薬の成分を細胞に作らせる 化学合成による製造

12
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バイオCDMO：バイオCDMO(*)とは

製薬会社の内製キャパシティに余力がないことや、創薬コストの上昇を受けて、開発・生産の分業化が加速。
CDMOは医薬品の製造受託を担う、バイオ医薬品の安定供給に貢献する

バイオCDMOとは、バイオ医薬品の製造受託を担う役割。
製薬会社が新薬開発にリソースを集中させる中、製造はCDMO企業に委託するニーズが拡大

▐ 進展する水平分業型の製薬ビジネス

*経済産業省 第9回 産業構造審議会 商務流通情報分科会  バイオ小委員会資料を参考に当社作成

垂直一貫型 製薬会社（研究･開発、製造、治験など）

新薬開発に注力

製薬会社（新薬シーズへの投資、研究開発マネジメント、自社ブランドによる販売）

受託開発*・製造 （CDMO)

水平分業型

シフト
新
薬
の
製
造
・
販
売

受託研究

13

年成長率

* Contract Development and Manufacturing Organization

バイオCDMO市場
(CY2022-CY2030)

13％

*製造プロセス開発
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バイオCDMO：当社の強み
製薬企業から信頼されるパートナーとして医薬品の生産プロセス開発・製造をサポートする
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顧客がCDMOに求める期待 当社の強み

潤沢な製造キャパシティ 積極投資による製造能力増強
• 最大需要地である欧・米、及び日本での製造体制
• 多様なモダリティ×プロセスに対応する中小～大型の製造能力

高い効率・安定的な生産体制 業界トップレベルの技術と生産実績
• デンマーク拠点での98％超のバッチ成功率
• 共通設計・設備の他拠点展開による迅速な技術移管

各国規制当局への対応実績 各国規制当局の査察に対する豊富な経験・知見

製薬企業
バイオテック
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デンマーク拠点は昨秋に製造能力を拡大、国内製造ニーズが高まる米国では今年秋に新拠点が稼働予定。
さらに、当社初の国内バイオ医薬品製造体制を、富山に新たに構築する。

米国 ノースカロライナ新拠点
第1次投資|2025年 第2次投資|2028年
2万Lタンク 8 基 2万Lタンク 8 基

経済産業省「ワクチン生産体制
強化のためのバイオ医薬品製造
拠点等整備事業」に採択

デンマーク拠点 既存6基稼働

第1次投資|2024年 第2次投資|2026年
2万Lタンク 6 基 2万Lタンク 8 基

富山拠点
2027年

5,000Lタンク導入

イギリス拠点
2026年

5,000Lタンク導入

FY23 FY26 FY30

5倍強に拡大
製造能力

(2023-2030)

抗体医薬品向け、中小型・大型含む

バイオCDMO：新規投資による能力増強
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■主な新規投資設備 2024~
※稼働時期は予定

大型製造設備拠点 中小型製造設備拠点
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バイオCDMO：売上目標

667

2,195 

3,550 

7,000 

FY2019 FY2024 FY2026 FY2030

約20％
FY2023-2030

・・・・・

・・・・・

旺盛な需要を背景に、売上目標達成に向け、順調に大手製薬企業からの案件を獲得中。
年率約20％の成長で、2030年度 売上高7,000億円を目指す

16

億円

億円

億円

年成長率

億円

売上高
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当社は、生成AI等の普及により需要が伸びている半導体の
製造に使用される材料を、半導体製造メーカーに提供している

半導体材料：当社の半導体材料事業とは

半
導
体
の
販
売

半導体製造メーカー

材料メーカー90%

フォトレジスト
日本企業シェア

年成長率

7％
半導体材料市場
(2023-2030)
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▐ 半導体材料メーカーの役割と市場成長
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半導体材料：当社の強み

幅広い製品ラインアップと、競争力のある製品

地産・地消・地援で、顧客ニーズに応えるグローバルの安定供給体制

顧客の厳しい要求に応える研究開発力と強固な信頼関係
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強み
❶

強み
❷

強み
❸

サムスン電子社より「Best in Value賞(2023)」、テキサス・インスツルメンツ社より
「Supplier Excellence Award(2023)」の他、多数受賞実績

高品質な材料の安定供給に加えて、顧客の製造プロセスを一気通貫で提供する厳格な品質管理体制とその手法が高く評価
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幅広い製品ラインアップの中でも、競争力のある製品を多数持っている

半導体材料：製品

半導体市場は再び成長軌道に回帰し、2030年には1兆ドル規模へ拡大

フォトマスク
作成

洗浄
乾燥

洗浄
乾燥

エッチング

現像露光レジスト
塗布

研磨絶縁膜
形成

半導体製造前工程

半導体製造
後工程

ウェハー上に微細な
電子回路を形成する

当社材料が使用される工程

NTI現像液シェア*

プロセスケミカル
欧州市場でのシェア*

36％

CMPスラリーシェア*

26％

 ArFレジスト、KrFレジスト
電子回路パターンの描画を行う際、ウェハーに塗布

 EUVレジスト(2024年販売開始)
最先端・超微細な回路を描くために必要

 ナノインプリントレジスト(2024年販売開始)
低コスト・省電力で微細な回路を描くために必要

 PFASフリーレジスト(2025年開発)
環境や生態系への影響が大きいPFAS不使用

配線や絶縁膜が混在する
半導体表面を均一に平坦化する研磨剤

異物の除去等、洗浄を行う化学薬品

ネガ型現像プロセス用の現像液

95％

*2025年8月時点：当社調べ

先端材料を矢継ぎ早に開発・販売
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世界20カ所の生産拠点を生かし
各地域で拡大する需要に応え、顧客の近くで生産能力の増強を続ける

半導体材料ー設備投資による能力増強

*設備投資及び研究開発費

ベルギー

台湾

インド
タタ社と協力合意

新たな製造拠点の設立、
材料供給を予定

インドでの半導体産業発展に貢献

■2024-2026年稼働予定の主な設備投資

FY2021

1,700億円

2024~2026
成長投資予定額

日本

アジア

欧州

米国
静岡、熊本 等

台湾、韓国 等

*

米国

20

韓国

静岡

熊本・大分
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FY2021 FY2023 FY2024 FY2026 FY2030

5,000
億円

3,000
億円

2,504
億円

1,467
億円

売上高

市場成長を上回る年14％の成長率により
2030年度の売上高5,000億円、営業利益率20％半ばを目指す

半導体材料：売上高・営業利益目標

約14％
FY2023-2030

年成長率

営業利益率

20％台半ば

10％台後半

営業利益率

21
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基盤事業 |イメージング：好調な業績

▍ instax™”チェキ”

▍ デジタルカメラ Xシリーズ

2021年度以降、収益性を大きく改善させ、2024年度は営業利益 25％を達成。
創業以来培ってきた写真の楽しみ方や技術を新たな価値創造に繋げて、ファン層を拡大。

5.5%

11.1%
17.8%

21.7%

25.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

FY2020 FY2024

営業利益率

25％+

5,420
億円

コンシューマーイメージング

アナログ価値と最新デジタル技術を融合し、魅力的な製品を提供

プロフェッショナルイメージング

独自の世界観でファン層を拡大

▍ 写ルンです+

▍ 映像制作用カメラ(今年度販売予定)

– 営業利益率：％

2,852
億円

売上高
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3．直近の業績・中期経営計画 「VISION2030」
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3.1 直近の業績
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業績推移：2008年度-2025年度(予想)

2025 2025

2025年度は、売上高・営業利益は過去最高をいずれも更新する、
売上高 32,800億円、営業利益 3,310億円の見通し

2008

2.85兆円

2,073億円

リーマンショック

2009

▍売上高 ▍営業利益

4期
連続更新

5期
連続更新

3.28兆円
3,310億円

(予想) (予想)
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＊一株当たり当社株主帰属当期純利益の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025年6月30日現在の発行株式数(自己株式除く)を使用しています。

2025年度業績予想

米国関税政策による影響は、サプライチェーンの見直しや経費の追加削減等により、
約60億円の影響に抑制した上で、業績予想は当初計画(5月公表値)を据え置き

26

（単位：億円）

2024年度
2025年度
最新予想

(2025年8月公表値)

増減

31,958 32,800 842
100% 100% +2.6%

3,302 3,310 8
10.3% 10.1% +0.3%

2,610 2,620 10
8.2% 8.0% +0.4%

216.67円 217.45円 +0.78円

8.0% 7.7% -0.3%

当社株主帰属当期純利益

EPS

ROE

売上高

営業利益
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2025年度セグメント別業績予想
(単位：億円)

10,478 11,000 +522 +5.0%
4,076 4,200 +124 +3.0%

11,985 12,200 +215 +1.8%
5,420 5,400 -20 -0.4%

31,958 32,800 +842 +2.6%

799 860 +61 +7.7%
751 780 +29 +3.9%
746 790 +44 +5.9%

1,392 1,270 -122 -8.8%
-386 -390 -4 -

3,302 3,310 +8 +0.3%

対前年
増減率

対前年
増減率

ビジネスイノベーション

売上高 対前年度

対前年度

(単位：億円)

2025年度
最新予想

(2025年8月公表値)

ヘルスケア
エレクトロニクス

2025年度
最新予想

(2025年8月公表値)

2024年度

合計

全社/連結調整
イメージング
ビジネスイノベーション

合計

イメージング

ヘルスケア
エレクトロニクス

営業利益 2024年度
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3.2 中期経営計画「VISION2030」
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中期経営計画 VISION2030：富士フイルムのあるべき姿

収益性と資本効率を重視した経営により
グループの企業価値を高め、
世界TOP Tier*の事業の集合体として
様々なステークホルダーの価値(笑顔)を生み出す

2030年のあるべき姿

*TOP Tier : トップクラスの競争力を持つ製品やソリューションを展開

サステナブル社会の実現
グローバル規模の
環境・社会の課題を

“イノベーション”で解決する

SVP2030
長期CSR計画

Sustainable Value Plan
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VISION2030：取り組むべき4つの重点項目

成長領域への投資と
利益率重視*の事業運営

01 02

03 04

資本効率の向上

競争力のある製品・サービスを
創出できる研究開発体制の構築

投資リターンの確実な創出

4兆円

15％以上

9％以上

10％以上

売上高

営業利益

ROIC

ROE

「VISION2030」
2030年度

*全ての事業セグメントの営業利益率 10％以上
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4．株主還元・株主優待
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2015/6/1を100とした場合の推移(2015/6/1～2025/6/30)

0

300

2015/6 2019/6 2023/6

株主総利回り実績｜キャピタルゲイン（値上がり益）と配当を含む投資収益率

富士フイルムホールディングス

TOPIX

TOPIX(化学)

100
2015/6/1

284
2025/6/30

当社はTOPIXおよびTOPIX化学を上回る利回りを実現

株主総利回り実績
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16期連続増配となる70円/株(2025年度年間配当：予定)
配当性向30％を目安に、安定的かつ継続的な配当の実施を目指す

FY2009 FY2025
予定

▐ 当社配当金推移

8.4倍
FY2009→FY2025

配当金額

16期連続増配
8.3円/株

70円/株

2025年度
年間配当金(予定)

配当
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優待内容 : 当社グループヘルスケア商品優待割引販売
対象者 : 保有株数100株以上

実際にご活用いただき、富士フイルム製品の魅力を体感してください

▐  株式分割

▐  株主優待

より投資しやすい環境を整え、投資家層の拡大を図ることを目的に、
2024年4月1日付で1株につき3株の割合で株式分割を実施
最低購入金額(2025/6/30終値、100株の前提) ：約31.4万円

株式分割・株主優待
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▍弊社ホームページより、統合報告書をご一読いただけますと幸いです。

▍富士フイルムグループについてもっと知りたい方へ、こちらをご覧ください。

▶統合報告書2024
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/integrated-report.html

▶株主・投資家情報 https://ir.fujifilm.com/ja/investors.html
▶IRメール配信 https://ir.fujifilm.com/ja/investors/mail.html

ご清聴ありがとうございました
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5．参考情報
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会社概要・株式情報

▍会社概要 ▍株式情報

*2024年4月1日付で普通株式1株につき3株の割合で株式分割を行っております

社名 富士フイルムホールディングス株式会社
(英語表記名：FUJIFILM Holdings Corporation)

代表者 代表取締役社長・CEO
後藤 禎一

設立 1934年1月20日

事業年度末日 3月31日

資本金 404億円 (2025年3月31日時点)

連結売上高 31,958億円 (2024年度)

当社株主帰属当期純利益 2,610億円 (2024年度)

連結子会社数 270社 (2025年3月31日時点)

連結従業員 72,593名 (2025年3月31日時点)

銘柄コード 4901

上場証券取引所 東京証券取引所

単元株式数 100株

発行済株式数 1,243,877,184株*(2024/4/1分割後)

発行可能株式総数 2,400,000,000株*(2024/4/1分割後)

定時株主総会 6月下旬

期末配当金/支払株主確定日 3月31日

中間配当金/支払株主確定日 9月30日

株主名簿管理人 三井住友信託銀行株式会社

株主優待制度
あり
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/individual/share
holder-benefits.html
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2024年3月期 2025年3月期 2027年3月期 2031年3月期
(単位：億円) (2023年度) (2024年度) 対前年 (2026年度) (2030年度)

方向性

売上高 29,609 31,958 2,349 34,500 +5.2% 4兆円
100% 100% +7.9% 100%

収益性 営業利益 2,767 3,302 534 3,600 +9.1% OPM15％以上
9.3% 10.3% +19.3% 10.4%

3,173 3,406 233 3,600 +5.1%

10.7% 10.7% ＋7.3% 10.4%

2,435 2,610 174 2,700 +4.0%

8.2% 8.2% ＋7.2% 7.8%

EPS 202.29 216.7% 14.38円 224.24円

資本効率 ROE 8.2％ 8.0% -0.2pt 8.1％ 10％以上
ROIC 5.6％ 5.9 0.3pt 5.8％ 9％以上
CCC 116 95 21日減 112日

株主還元 DPS 50円 65円 +15円 配当性向30％を目安

為替(期中平均) 米ドル(USD) 145円 152円 7円安 140円

ユーロ(EUR) 157円 164円 7円安 150円

当社株主帰属当期純利益

CAGR
(2023年度→2026年度)

税金等調整前当期純利益

2026年度までのバイオCDMO・半導体材料への積極投資の成果により
2030年度に営業利益率15%以上・ROE10%以上を目指す

▍ VISION2030 業績目標

VISION2030業績目標
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はじめに | 創業90周年を迎えて
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